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〇
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〇
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｣
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藤
-
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･･････-
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-
-
‥
五
1
四

四

口
語
と
文
語

む

す

び

五
一
八

五
二
〇

日
本
亡
命
後
の
梁
啓
超
は
､
日
本
語
詩
の
書
物
を
通
じ
て
西
欧
近
代
畢
術
思
想
の
受
容
に
つ
と
め
た
ば
か
り
で
な
-
'
意
識
的
に
日
本
語
欝

の
語
嚢
を
そ
の
ま
ま
自
ら
の
文
章
に
引
用
し
て
､

｢新
文
鮭
｣
と
自
稀
す
る
清
新
な
文
睦
を
創
出
す
る
試
み
も
す
す
め
た
｡
周
知
の
よ
う
に
蕨

復
は
'
英
語
の
書
物
を
翻
諾
す
る
に
あ
た
っ
て
ほ
､
す
で
に
日
本
語
に
定
着
し
て
い
た
詩
語
は
極
力
忌
避
し
､
中
国
の
古
義
に
則

っ
た
典
雅
な

詩
語
の
考
案
に
腐
心
し
た
と
い
わ
れ
る
が
､
梁
啓
超
は
ぎ

ゃ
-
に
日
本
語
諸
の
語
嚢
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
'
新
し
い
概
念
を
盛
る

に
ふ
さ
わ
し
い
皮
袋
を
用
意
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
O

日
本
亡
命
時
期
に
お
け
る
梁
啓
超
の
キ
ー
,ワ
ー
ド
と
い
っ
て
も
よ
い

E
votution
の
評
語
を
例
に
と
る
と
､
最
初
の
う
ち
は
厳
復
の
考
案
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(1
)

し
た

｢天
演
｣
i
j
い
う
語
嚢
が
連
用
さ
れ
て
i
た
が
､

完

〇
二
年
の
争
ば
か
ら

完

〇
三
年
に
か
け
て
,
常
時
日
本
で
流
布
し
て
い
た

｢進

化
｣
と
い
う
語
嚢

へ
の
韓
換
が
は
じ
ま
り
,
以
後
し
だ
い
に
喜

し
て
い
っ
た
.

｢民
族
希
望

義
｣
の
讐

世
界
に
お
い
て
中
国
民
族
生
存

純

の
虚
方
等
を
国
民
国
家
の
形
成
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
の
時
期
'
梁
啓
超
は

｢天
演
｣
よ
り
も

｢進
化
｣
の
方
が
そ
の
切
迫
感
を
か
き
た

て
る
の
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
語
感
を
も
つ
も
の
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

｢智
畢
｣
か
ら
｢哲
学
｣
t
.｢名
草
｣
か
ら

｢論
理
学
｣
,

｢重

畢
｣
示

ら

｢物
理
畢
｣
等
等
の
韓
換
が
お
こ
っ
た
の
も
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
よ
う
で
あ
る
o
こ
の
時
期
を
さ
か
い
に
'
梁
啓
超
の
文
章
に
は
日
本
語

講
の
語
嚢
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
'
そ
の
明
断
な
論
旨
と
あ
い
ま
っ
て
'
と
り
わ
軒
bi
本
人
に
は
親
し
み
や
す
く

読
み
や
す
い

｢新
文

睦
｣
が
創
出
さ
れ
た
｡

と
こ
ろ
が
'
国
民
団
家
形
炭
を
促
す
両
輪
の
1
つ
と
目
さ
れ
た

P.)itic
a
t
E
conom
y
あ
る
い
は

E
conom
ic
s
の
詩
語
だ
け
紘
,
こ
の
よ

ぅ
な
韓
換
の
プ

｡
セ
ス
と
は
異
な
る
軌
跡
を
た
ど

っ
た
｡
こ
れ
ら
の
詩
語
と
し
て
ほ
'
梁
啓
超
の
創
案
に
か
か
る

｢生
計
畢
｣
と
い
う
語
嚢
と
,

昔
時
の
日
本
で
定
着
し
っ
つ
あ

っ
た

｢経
済
畢
｣
と
い
う
語
嚢
が
'
終
生
梁
啓
超
の
窒

早
の
中
で
角
逐
を
績
け
た
の
で
あ
る
｡
本
稿
で
は
こ
れ

ら
二
つ
の
語
嚢
に
つ
い
て
'
そ
の
用
例
を
挙
国
俊
高
梁
啓
超
著
述
紫
年
』

(復
且
大
畢
出
版
社

二

九
八
六
年
)
に
し
た
が

っ
て
年
代
順
に
整

理
し
た
結
果
に
も
と
づ
き
'
そ
の
作
業
か
ら
浮
び
上

っ
て
き
た

一
定
の
傾
向
の
分
析
を
通
じ
て
へ
P
oliticalE
conom
y
あ
る
い
は
E
conom
ics

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
西
欧
近
代
学
説
が
'
梁
啓
超
の
知
的
督
馬
全
膿
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
た
か
を
考
究
L
t
ひ
い
て
は
西
欧
近

代
畢
説
の
受
容
に
あ
た
っ
て
梁
啓
超
の
と

っ
た
ス
タ
ン
ス
の

一
端
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
｡

全
鰹
の
見
通
し
を
濠
め
把
握
で
き
る
よ
う
に
､
梁
啓
超
が

P

｡-itica-E
c｡n
｡
m
y
あ
る
い
は

E
con
omi
c

s
の
詩
語
と
し
て
使
用
し
た
語
柔

の
変
遷
に
つ
い
て
､
太
ま
か
な
時
期
区
分
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
O

二

1
九

〇
二
年
五
月
ま
で

二､
一
九

〇
二
年
五
月
-

1
九

〇
六
年
三
月

模
索
期

｢生
計
｣
期



生計嬰と経済撃の閲

三
'
一
九

〇
六
年
三
月
-

一
九

一
〇
年
二
月

｢経
済
｣
期

四

㌧
1
九

一
〇
年
二
月
1

1
九

二

1年

1
0
月

｢生
計
｣
回
蹄
期

五
㌧

一
九

二

一年

一
〇
月
-

一
九
二

〇
年

一
〇
月

並
用
期

六

'

一
九
二

〇
年

一
〇
月
以
降

超
克
期

本
稿
の
構
成
は
'
第

二

二
期
に
そ
れ
ぞ
れ

一
章
を
普
て
'
第
三
㌧
四
期
を
第
三
章
､
第
五
期
を
第
四
章
'
第
六
期
を
む
す
び
の
部
分
で
扱

ぅ
濠
定
で
あ
る
｡
用
例
は

一
部
を
除
き
'
中
国
語
の
原
文
を
で
き
る
か
ぎ
り
尊
重
し
な
が
ら
引
用
し
た
｡
冗
長
化
を
避
け
る
と
同
時
に
'

｢新

文
鮭
｣
の
雰
囲
気
の
な
か
で
語
桑
の
用
法
襲
化
を
観
察
し
た
い
と
い
う
意
固
か
ら
で
あ
る
｡
な
お
本
稿
は
も

っ
ぱ
ら
語
嚢
襲
蓮
の
分
析
に
終
始

す
る
が
'

内
容
の
変
遷
に
つ
い
て
は
､

拙
稿

｢梁
啓
超
の
経
済
思
想
｣

(狭
間
直
樹
編

『
共
同
研
究

梁
啓
超
』
み
す
ず
書
房

l
九
九
九

午
)
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡

1
Po
titica
t

Econom
y
の
評
語
を
求
め
て

一
九

〇
二
年
は
梁
啓
超
に
と

っ
て
思
案
の
年
で
あ

っ
た
O
二
月
に
創
刊
し
た

『
新
民
叢
報
』
は
'

『
新
民
課
』
を
始
め
と
し
て
'
西
欧
近
代

社
台
の
到
達
し
七
最
高
の
組
織
形
態
と
考
え
ら
れ
る
国
民
図
家
の
原
理
を
中
心
に
､
新
し
い
概
念
､
新
し
い
知
識
を
中
図
の
思
想
界
に
迅
速
か

つ
大
量
に
移
植
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
論
文
が
目
白
押
し
で
あ

っ
た
｡

『
新
民
叢
報
』
に
設
け
ら
れ
た

｢新
智
識
之
雑
貨
店
｣
と

い
う

コ
ラ
ム
の

名
稲
が
象
徴
す
る
よ
う
に
､
西
欧
近
代
の
新
し
い
知
識
'
新
し
い
概
念
を
幅
磨
-
し
か
も
同
時
並
行
的
に
停
え
る
に
は
､
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

数
多
の
新
語
桑
を
と
に
も
か
く
に
も
早
急
に
準
備
す
る
必
要
が
あ

っ
た
O
そ
の
悩
み
を
解
消
し
て
-
れ
た
の
が
'
西
欧
近
代
畢
説
の
移
植
に
す

で
に
一
定
の
蓄
積
を
有
し
て
い
た
日
本
の
畢
術
界
で
あ

っ
た
｡
亡
命
以
来
三
年
あ
ま
り
､
そ
の
閲
に
開
講
し
た
日
本
語
詩
の
西
欧
近
代
の
学
術
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書
は
'
政
治
､
経
済
'
社
合
'
哲
学
､
宗
教
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
'

梁
啓
超
は

｢幽
室
に
日
を
見
'
枯
腹
に
酒
を
得
｣

(『
飲

泳
室
文
集
』
四
､
八

〇
貢
)
た
よ
う
に
'
未
知
の
知
識
世
界
に
誘
わ
れ
た
と
い
-
.
そ
れ
ら
翻
詳
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
タ
ー
ム
は
'
多
く
が

す
で
に
日
本
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
梁
啓
超
は
蹟
蹟
す
る
こ
と
な
-
こ
れ
ら
日
本
語
の
語
嚢
を
借
用
し
て
'
差
し
迫

っ
た

需
要
を
満
た
す
こ
と
に
し
た
｡

｢進
化
｣
と
い
う
語
嚢
を
始
め
と
し
て
日
本
語
か
ら
借
用
し
た
数
多
の
タ
ー
ム
が
'

『
新
民
叢
報
』
に
満
載
さ

れ
る
梁
啓
超
の
文
章
を
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

し
か
し
な
が
ら
'
国
民
団
家
形
成
の
重
要
な
柾
に
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の

P
otitica
t
E
con
o
m
y
あ
る
い
は

E
con
o
m
ic
s
だ
け
は
､
か
な
り
事

情
が
異
な
っ
て
い
た
｡
梁
啓
超
は
こ
の
語
桑
に
か
ぎ

っ
て
は
､
常
時
の
日
本
で
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た

｢経
済
学
｣
と
い
う
詩
語
に
終
始
'
違
和

感
と
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
お
り
､
自
ら
最
適
の
詩
語
を
創
出
す
る
た
め
に
思
案
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
O
そ
の
思
索
の
跡
を
探
る
作
業
に
入
る

前

に
'

ま
ず

1
九

〇
二
年
に
至
る
ま
で
の
過
程
を

一
瞥
し
て
お
き
た
い
O

亡
命
前
か
ら
亡
命
督
初
に
か
け
て
の
梁
啓
超
は
､
比
牧
的
早
-
か
ら

P
otitica
l
E
co
n
o
m
y
あ
る
い
は

E
co
n
o
mi
c

s
の
評
語
と
し
て
日
本

語
に
は

｢経
済
学
｣
と
い
タ
ー
ム
が
あ
る
こ
と
は
認
知
し
て
い
た
が
'
自
ら
の
文
章
を
綴
る
に
あ
た
っ
て
は
､
京
師
同
文
館
'
江
南
製
造
局
な

(2
)

ど
の
出
版
し
た
翻
講
書
'
あ
る
い
は
鄭
観
麿
な
ど
所
謂
開
港
場
知
識
人
の
著
作
に
用
い
ら
れ
て
い
る
い
-
つ
か
の
語
嚢
を
あ
れ
こ
れ
試
用
し
て

い
た
｡『時

務
報
』
第
二
九
筋

(
l
八
九
七
年
六
月

一
〇
日
)
の

『襲
法
通
義
持

』
論
講
書
で
は

｢彼
中
富
国
学
之
書

(
日
本
名
馬
経
済
書
)
､
皆

合
地
球
寓
図
之
民
情
物
産
'
而
盈
虚
消
息
之
｣
(『飲
泳
室
文
集
』

一
㌧
七

1
頁
)
と
日
本
語
の

｢経
済
畢
｣
に
相
普
す
る
と
の
認
識
を
示
し
な

が
ら

｢富
国
畢
｣

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
｡

『時
務
報
』
第
三
五
筋

(
一
八
九
七
年
八
月
八
日
)
の

｢史
記
貨
殖
列
俸
今
義
｣

は

｢
西

土
讃
富
国
撃
､
侶
論
日
金
盛
､

持
議
日
金
精
｣

｢故
言
理
財
之
聾
者
'
普
故
国
之
差
別
界
隈
而
無
之
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』
二
､
三
五

～
三
六

頁
)
の
よ
う
に
'

｢富
国
畢
｣
と

｢理
財
畢
｣
が
混
在
し
て
い
る
｡
さ
ら
に

『時
務
報
』
第
四
二
筋

(
一
八
九
七
年

一
〇
月

1
六
日
)
の

｢大
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同
詳
書
局
毅
例
｣
'

『
清
議
報
』
第

一
九
冊

(
一
八
九
九
年
六
月
二
八
日
)
の

｢論
内
地
雑
居
輿
商
務
関
係
｣
､

『
清
議
報
』
第
二

一
筋

(
一
八

九
九
年
七
月

一
八
日
)
の

｢論
商
業
合
議
所
之
盆
｣
な
ど
で
は
､

｢商
学
｣
あ
る
い
は

｢商
務
｣
と
い
っ
た
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た

『
清
議
報
』
第
七
射

(
一
八
九
九
年
三
月
二
日
)

の

｢愛
図
論
｣

お
よ
び

『
清
議
報
』
第

一
〇
EB
(
一
八
九
九
年

四
月

一
日
)
の

｢論
畢
日
本
文
之
益
｣
で
は

｢安
生
撃
｣
が
用
い
ら
れ
る
が
'
後
者
で
は

｢資
生
翠

(即
理
財
畢
'
日
本
謂
之
経
済
学
)
｣

(『
飲
泳
窒
文
集
』
(3
)

四
､
八

〇
頁
)
と
の
割
注
が
附
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に

一
八
九
九
年
夏
に
､
羅
晋
の
指
導
に
習

っ
て
作
成
し
た
と
い
わ
れ
る

『
和
文
漠
讃
法
』

で
も
'

｢夢
花
農
民
増
刊
｣
本
と
稀
さ
れ
る
版
本
に
は
'
八
五
頁
に
お
よ
ぶ
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
が
附
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
中
に

｢経
済

理
財

撃
､
資
生
撃
｣

(
八
三
頁
)
の

一
項
が
あ
る
｡

も
ち
ろ
ん
こ
の
時
期
に
も
'

｢生
計
｣
あ
る
い
は

｢経
済
｣
の
用
例
が
ま
っ
た
-
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
｡

『
清
議
報
』
第
二
珊

(
一

八
九
九
年

一
月
二
日
)
の

『
襲
法
通
議
胃
』
論
襲
法
必
自
平
満
漠
之
界
始
お
よ
び

『
清
議
報
』
第
四
筋

(
l
八
九
九
年

1
月
二
二
日
)
の

『
襲

法
通
議
胃
』

論
襲
法
後
安
置
守
醤
大
臣
之
法

に
は
､

｢
四
日
虞
生
計
･･･-
八
旗
生
計
'
番
数
有
年
来
談
治
家
之

1
大
問
題
｣

(『
飲
泳
窒
文

集
』

l
t
八
二
頁
)
と
か

｢襲
法
之
後
'
此
等
営
轟
撒
'
則
雄
有
奮
官
'
而
生
計
殆
絶
奏
｣

(同
前
九
二
頁
)
と
い
っ
た
文
章
が
あ
る
が
'
い

ず
れ
も
蕃
乗
の
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
お
り
t

E
con
o
m
y
の
詩
語
と
は
考
え
に
-
い
.

ま
た

『
清
議
報
』
第
二
二
筋

(
1
八
九
九
年
七
月
二
八

日
)
の

｢讃
孟
子
界
説
｣
で
は

｢井
田
不
可
行
於
後
世
無
待
言
､
迂
儒
斤
斤
思
復
之
者
妄
也
､
法
先
王
者
法
其
意
'
井
田
之
意
､
虞
治
天
下
第

1
義
央
'
故
孟
子

一
切
経
済
'

皆
徒
此
出
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』
三
､

一
九
頁
)
と
い
う
例
が
あ
る
が
'

こ
れ
も
明
ら
か
に

｢経
国
済
世
｣
と

い
う
原
義
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
｡

こ
の
時
期
に

E
conom
y
の
謬
語
と
し
て

｢経
済
｣
と
い
う
語
嚢
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
'
管
見
で
は
三
例
あ
る
｡

1
例
は

『
清
議
報
』

第

1
九
筋

(
一
八
九
九
年
六
月
二
八
日
)

｢論
中
国
人
種
之
搭
乗
｣
の

｢十
九
世
紀
薦
政
治
上
競
争
革
命
之
時
代
'
二
十
世
紀
爵
経
済
上
競
争

革
命
之
時
代
-
-
以
中
国
四
首
兆
人
之
資
本
努
力
､
挿
入
於
全
世
界
経
済
競
争
之
場
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』
三
､
五
三
賞
)
､
も
う

一
例
は

『
清
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議
報
』
第
二
六
筋

(
一
八
九
九
年
九
月
五
日
)

｢論
中
国
興
欧
洲
園
陸
異
同
｣

の

｢経
済
世
界
之
競
争
,
月
異
而
歳
不
同
｣

(『
飲
泳
室
文

集
』
四
､

六
七
頁
)
､
最
後
の

一
例
は

『
清
議
報
』
第
三

〇
筋

(
一
八
九
九
年

一
〇
月
二
五
日
)

｢論
近
世
国
民
競
争
之
大
勢
及
中
国
前
途
｣

の

｢故
共
学
也
-
-
非
展
於
政
治
之
事
､
而
屠
於
経
済

(用
日
本
名
'
今
謬
之
為
資
生
)
之
事
｣

(同
前
五
九
頁
)
で
あ
る
O
狭
閲
直
樹
氏
の

調
査
に
よ
る
と
'
第

一
例
は
も
と
も
と
博
文
堂
の
雑
誌

『
大
帝
国
』
の
第

一
奄
第
三
競

(
一
八
九
九
年
七
月

1
五
日
)
に
掲
載
す
る
た
め
に
執

(4
)

筆
し
た
も
の
で
あ
り
'
第
二
例
も
博
文
館
の
練
合
雑
誌

『太
陽
』
の
第
五
奄
第
二

〇
競

(
1
八
九
九
年
九
月
五
日
)
か
ら
の
韓
我
で
あ
る
｡

い

ず
れ
も
日
本
人
向
け
に
執
筆
し
た
文
章
だ
け
に
'
日
本
語
に
な
じ
ん
だ

｢経
済
｣
と
い
う
言
葉
を
意
識
的
に
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
と
く
に

第

一
例
に
は

｢
日
本
語
の
文
鮭
に
倣

っ
て
書
い
た
た
め
へ
冗
長
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
鮎
は
御
容
赦
を
乞
う
｣
と
の
筆
者
の
断
り
書
き
が
つ
い
て

い
る
｡.
第
三
例
は
日
本
人
向
け
で
は
な
い
が
'

｢
日
本
語
の
語
嚢
を
用
い
た
｣
と
い
-
割
注
が
わ
ざ
わ
ざ
附
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
､

中
国
語
に
特
用
し
ょ
う
と
い
う
意
囲
は
ま
だ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
.

こ
の
時
期
梁
啓
超
は
t

E
co
n
o
m
y
の
詩
語
と
し
て
の

｢経
済
｣

と
い
う
言
葉
を
あ
-
ま
で
日
本
語
と
し
て
扱

っ
て
い
た
の
で
あ
り
､
王
に
は
日
本
人
向
け
の
文
章
に
た
ま
に
用
い
る
程
度
で
あ

っ
た
｡

以
上
の
よ
う
に
亡
命
前
か
ら
亡
命
後

1
九

〇
二
年
ま
で
は
､
昔
時
中
国
で
流
布
し
て
い
た
い
-
つ
か
の
語
嚢
か
ら
日
本
語
ま
で
'
そ
れ
ぞ
れ

の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
鷹
じ
て
､
梁
啓
超
は
さ
ま
ざ
ま
な
語
嚢
を
試
行
的
に
使
用
し
て
い
た
o
し
か
し

1
九

〇
二
年
二
月
に

『
新
民
叢
報
』

を
創
刊
す
る
こ
と
に
な
る
と
'
あ
る
定
ま
っ
た
詩
語
を

P
o
titicat
E
c.n
.
m
y
に
普
て
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
.

『
新
民
叢
報
』
創
刊
の
目
的

は

､

｢国
民
公
徳
の
映
乏
｣
と
い
う
中
国
人
の
鉄
鮎
を
治
癒
す
る
こ
と
に
置
か
れ
た
が
'
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
国
民
団
家
形
成
の
精
神
的
基
盤

を
整
備
す
る
こ
と
に
等
し
い
.
国
民
図
家
形
成
の
前
提
候
件
が
政
治
'
経
済
両
面
に
お
け
る
園
内
統

1
に
あ
る
と
す
れ
ば
'
政
治
尊
と
経
済
学

は
い
わ
ば
国
民
国
家
畢
説
の
車
の
両
輪
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
ら
両
輪
の
-
ち
､
経
済
学
の
方
に
つ
い
て
は
ま
だ
定
ま
っ
た
語
嚢
を
も

っ
て
い
な
か
っ
た
梁
啓
超
は
'
国
民
国
家
を
め
ぐ
る
議
論
を
展
開
す
る
に
嘗
た
っ
て
'
ど
う
し
て
も
適
切
な
語
嚢
を
定
め
る
必
要
が
あ

っ
た
の

で
あ
る
｡
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二

｢生
計
｣
の
考
案

こ
の
問
題
は
は
や
-
も
創
刊
競

(
一
九

〇
二
年
二
月
八
日
)
か
ら

『
新
民
叢
報
』
誌
上
で
議
論
が
は
じ
め
ら
れ
た
｡

｢紹
介
新
著
｣
欄
で
英

図
斯
密
亜
丹
著
'
厳
復
諾

『
原
富
』
を
と
り
あ
げ
た
梁
啓
超
は
､
原
著
者
の
ア
ダ
ム
･
ス
-
ス
を

｢政
術
理
財
孝
之
鼻
租
｣
と
紹
介
し
､
そ
の

後
に

｢英
文
P

o

titica
t
E
co
no
m

y
t
中
国
米
有
此
名
詞
'
日
本
人
詳
薦
経
済
学
'
貫
層
不
安
'
厳
氏
欲
謬
爵
計
畢
'
然
亦
未
阪
括
､
姑
就
原

文
政
治
輿
計
算
雨
意
､
旋
為
此
名
'
以
質
大
雅
｣
と
の
割
注
を
加
え
て
い
る
｡
周
知
の
よ
う
に
厳
復
は
､

『
原
富
』
の

｢諸
事
例
言
｣
で
'

日
本
語
講
の

｢経
済
｣
は
範
囲
が
磨
き
に
す
ぎ
'
中
国
語
胃
の

｢
理
財
｣
は
範
国
が
狭
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
か
ら
'
い
ず
れ
も
採
用
せ
ず
'
自

ら
考
案
し
た

｢計
畢
｣
を
あ
て
る
と
宣
言
し
た
｡
こ
れ
に
封
し
.て
梁
啓
超
も
'
日
本
人
の
謬
し
た

｢経
済
学
｣
で
は
'
原
義
と
の
混
同
を
ま
ね

く
可
能
性
が
あ
る
故
に
適
常
で
な
い
と
み
な
す
鮎
で
は
同
意
見
で
あ
る
が
'
厳
復
の

｢計
撃
｣
も
意
味
が
概
括
的
で
な
い
-
え
に
'
複
合
名
詞

を
つ
く
る
の
に
不
便
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
採
用
せ
ず
t
Lと
り
あ
え
ず
直
茅
に
近
い

｢政
術
理
財
畢
｣
と
い
う
語
桑
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
.

｢先
秦
の
文
題
を
模
倣
｣
し
た
厳
復
の
淵
雅
な
文
鮭
は
難
解
に
過
ぎ
'
古
書
を
多
讃
し
て
い
る
人
で
な
け
れ
ば
､
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
な
い
と

い
う
不
満
を
抱
い
て
い
た
梁
啓
超
で
は
あ
る
が
'

｢経
済
｣
と
い
う
日
本
語
に
中
国
の
古
義
と
の
敵
齢
を
懸
念
す
る
感
性
だ
け
は
'
桐
城
涯
の

(5
)

流
れ
を
く
む
文
人
と
も
共
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
｡

こ
れ
に
封
し
て
第
三
窮

(
1
九

〇
二
年
三
月

1′〇
日
)
の

｢問
答
｣
欄
に
は
'

｢東
京
愛
護
生
｣
を
名
乗
る
讃
者
か
ら
批
判
文
が
寄
せ
ら
れ

た
｡

｢政
術
理
財
畢
｣
は

｢経
済
学
｣
や

｢計
畢
｣
に
比
べ
れ
ば
'
少
し
は
正
確
で
概
括
的
で
は
あ
る
が
､

｢
四
字
の
名
を
用
い
る
の
は
冗
長

に
過
ぎ
る
｣
｡
例
え
ば
日
本
語
で
い
う
経
済
界
､
経
済
社
台
､
経
済
問
題
な
ど
の
複
合
名
詞
は
'

｢計
｣
の
一
字
で
置
き
換
え
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
'
.｢政
術
理
財
｣
の
四
字
で
置
き
換
え
る
の
も
適
切
で
は
な
い
.
そ
こ
で

｢看
典
に
博
通
｣
さ
れ
て
い
る
壬
編
の

509



東 方 畢 報

梁
啓
超
先
生
に

｢
一
雅
訓
の
名
を
定
め
'
以
て
末
撃
に
惑
ま
れ
る
｣
よ
う
お
願
い
す
る
と
し
て
文
章
を
結
ん
で
い
る
｡

梁
啓
超
の
回
答
は

｢政
術
理
財
革
の
名
が
冗
長
で
適
さ
な
い
こ
と
は
ま
っ
た
-
ご
指
摘
の
と
お
り
｣
と
'
あ

っ
さ
り
こ
の
四
字
の
語
嚢
を
放

棄
し
た
う
え
で
､
古
典
に
み
え
る
二
字
の
語
柔
を
次
々
に
吟
味
し
て
い
-
が
'
い
ず
れ
も

一
長

一
短
あ
-
と
退
け
ら
れ
る
｡

『
漢
書
』
に
見
え

る

｢食
貨
｣
は

｢
こ
の
撃
の
材
料
を
包
括
し
て
は
い
る
が
'

た
だ
そ
の
客
鰹
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
'

そ
の
玉
堤
を
有
し
て
い
な
い
｣
'

『
管

子
』
に
あ
る

｢審
重
｣
は

｢
ど
う
し
て
も
音
名
に
求
め
る
と
す
れ
ば
'
最
適
｣
で
は
あ
る
が
､
何
分
に
も
現
在
は
通
行
し
て
い
な
い
語
嚢
で

｢
に
わ
か
に
持
ち
出
す
と
人
の
耳
目
を
乱
す
｣
お
そ
れ
が
あ
り
'
ま
た

『
史
記
』
に
用
い
る

｢貨
殖
｣
は

｢私
富
に
偏
り
'
政
術
の
義
を
含
ま

な
い
｣
と
い
っ
た
具
合
で
'
い
ず
れ
も
採
用
に
は
腐
膳
が
あ
る
｡
こ
こ
で
の
梁
啓
超
の
結
論
は
'

『
史
記
』
の

｢平
準
書
｣
は

｢言
う
と
こ
ろ

は
み
な
､
朝
廷
理
財
の
事
｣
で
'
漢
代
の
平
準
の
制
も

｢人
看
全
箆
の
利
益
の
為
｣
で
は
な
い
か
ら
'

も
と
よ
り

｢P
o
titica
t
E

cono
m
y

の

義
に
嘗
て
る
に
は
足
り
な
い
｣
が
'

｢平
準
｣
の
二
字
だ
け
を
と
り
だ
せ
ば

｢均
利
宜
民
の
意
た
る
を
失
し
な
い
｣
'

し
か
も

『
史
記
』
か
ら

出
た
語
嚢
で
あ
る
か
ら
'

だ
れ
で
も

1
兄
で
意
味
が
分
や
'

ほ
か
の
言
葉
と
取
り
違
え
る
こ
と
も
な
い
t

な
ど
の
利
鮎
を
列
記
し
て
'

｢平

準
｣
に
軍
配
を
あ
げ
た
｡

質
際
'
こ
の
問
答
と
並
行
し
て

『
新
民
叢
報
』
第
二
～
五
競

(
一
九

〇
二
年
二
月
二
三
日
～
四
月
八
日
)
に
連
載
さ
れ
た

｢論
民
族
競
争
之

大
勢
｣
で
は
'

｢
三
戦
而
掌
握
世
界
平
準

(
日
本
所
謂
経
済
'
今
擬
易
以
此
二
字
)
之
大
権
者
'
変
堅
尼
時
代
也
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』

一〇
､

二

1
貫
)
あ
る
い
は

｢
二
十
世
紀
之
世
界
'
雄
於
平
準
界
者
則
馬
強
国
'
奮
於
平
準
界
者
則
馬
頭
図
㌧
絶
於
平
準
界
者
則
為
不
図
｣

(同
前
三

二
貢
)
と
い
っ
た
例
を
は
じ
め
と
し
て
'
す
べ
て

｢
平
準
｣
と
い
う
語
桑
を
駆
使
し
て
'
二
十
世
紀
が
経
済
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
力
説
L
t

こ
の
語
嚢
使
用
の
賛
蹟
に
着
手
し
て
い
る
｡

し
か
し
な
が
ら
こ
の
暫
定
案
も
'
二
ケ
月
足
ら
ず
で
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

『
新
民
叢
報
』
第
七
競

(
一
九

〇
二
年
五
月
八
日
)
か
ら
七

回
に
わ
た
る
連
載
を
開
始
し
た

｢
生
計
撃
学
説
沿
革
小
史
｣
で
は
､
冒
頭
の

｢
例
言
七
則
｣
の
第
五
別
で

｢
玄
孝
之
名
今
筒
未
定
'
本
編
向
用
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平
準
二
字
'
似
未
安
､
而
厳
氏
定
薦
計
畢
'
文
殊
其
於
復
用
名
詞
頗
有
不
便
'
或
有
謂
常
用
生
計
二
字
者
'
今
姑
用
之
以
倹
後
人
｣

(『
飲
泳

室
文
集
』

1
二
､
二
頁
)
と
宣
言
し
て
い
る
.

『
飲
泳
窒
文
集
』
所
載
分
に
は
鉄
落
し
て
い
る
が
､
原
我
の

『
新
民
叢
報
』
で
は
'
表
題
の

｢
生
計
畢
｣
に
も

｢
即
平
準
畢
｣
と
の
割
注
を
施
す
と
い
う
異
例
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の

｢
平
準
｣
か
ら

｢
生
計
｣

へ
の
韓
換
の
経

緯
に
つ
い
て
は
､
次
の
第
八
貌

(
一
九

〇
二
年
五
月
二
二
日
)
の

｢
問
答
｣
欄
で
'
さ
っ
そ
く
寄
せ
ら
れ
た

｢
駒
場
紅
柳
生
｣
と
名
乗
る
人
物

の
批
判
に
封
す
る
反
駁
と
し
て
詳
し
い
蹄
明
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

｢
駒
場
紅
柳
生
｣
は
t
P
o
litica
l
E
con
o
m
y
が

M
a
rsh
a
41
に
よ
っ
て

E
co
n
o
micsと
改
名
さ
れ
た
事
賓
を
指
摘
し
た
上
で
､

日
本
人

が
こ
れ
を

｢経
済
学
｣
と
諾
し
た
の
は
､
そ
の
理
を
究
め
ず
に
性
急
に
判
断
す
る
と
'
政
治
と
混
同
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い

が

'

｢経
と
は
政
治
の
義
を
含
み
'
清
と
は
泉
流
の
旨
を
寓
し
て
お
り
'
こ
の
撃
の
本
義
と
す
で
に
極
め
て
合
致
し
て
い
る
｣
こ
と
を
認
め
､

｢
日
本
が
常
時
こ
の
名
に
定
め
た
の
は
'
蓋
し
細
心
に
掛
解
し
た
う
え
で
異
議
を
遺
し
て
い
な
い
も
の
｣
と
許
慣
し
て
い
る
｡
そ
れ
に
封
し
て
､

梁
啓
超
の
命
名
し
た
語
桑
は
'

｢
平
準
畢
｣
が
こ
の
撃
に
副
わ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
'

｢
生
計
畢
｣
も
､
S
ta
tistic
s
の
詩
語
と
紛
れ
る
お
そ

れ
の
あ
る
厳
復
の

｢計
畢
｣
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
し
も
で
あ
る
が
'
や
は
り
範
国
が
小
さ
す
ぎ
て

｢政
治
､
理
財
の
意
を
そ
の
中
に
包
括
で
き
な

い
｣
憾
み
が
あ
る
と
批
判
す
る
.
結
局
の
と
こ
ろ
'

｢
泰
西
近
世
新
孝
明
の
事
理
で
､
わ
が
中
国
購
古
未
有
の
も
の
｣
は
多
々
あ
る
の
だ
か
ら
'

い
ち
い
ち

｢
わ
が
中
国
固
有
の
名
節
｣
で
貫
徹
す
る
の
は
煩
わ
し
い
｡
新
異
の
語
嚢
を
考
案
し
て
後
世
に
誤
り
を
遺
す
よ
り
は
'
と
り
あ
え
ず

定
着
し
て
い
る
語
桑
を
踏
襲
し
て
お
く
方
が
よ
い
が
､
そ
れ
が
だ
め
な
ら
日
本
語
の

｢
財
政
学
｣
を
普
て
て
お
い
て
は
ど
う
か
と
提
案
す
る
｡

こ
れ
に
封
し
て
巣
鷹
超
は
'

｢
平
準
｣
と
い
う
言
葉
が
お
さ
ま
り
の
悪
い
こ
と
は
自
覚
し
て
お
り
'
す
で
に
放
棄
し
た
と
宣
言
す
る
と
と
も

に

'

｢
計
撃
｣
も

S
ta
tistics
と
混
同
し
や
す
-
､
し
か
も

｢経
済
革
命
｣
と
い
っ
た
複
合
名
詞
が
'

｢
計
革
命
｣
で
は
様
に
な
ら
な
い
こ
と

に
も
同
意
す
る
｡
し
か
し
な
が
ら

｢経
済
｣
と
い
う
日
本
語
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
は
'
ど
う
し
て
も
お
さ
ま
り
の
悪
さ

(
不
安
)
を
覚
え
る
'

と
い
う
の
は

｢
此
の
名
は
中
国
で
太
だ
通
行
し
て
お
り
'
尊
者
の
目
を
混
じ
や
す
い
｣
か
ら
で
あ
る
｡
ま
た

｢経
済
｣
と
い
う
言
葉
が

｢
西
文
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の
原
義
｣
に
ぴ
っ
た
り
嘗
て
は
ま
る
と
い
う

｢
駒
場
紅
柳
生
｣
の
見
解
に
封
し
て
も
残
念
な
が
ら
同
意
で
き
な
い
｡
ま
し
て

｢
財
政
学
｣
と
い

う
提
案
は
,

日
本
に
お
け
る
-

撃
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
を
無
税
し
た
も
の
で
,

や
は
り
同
意
で
き
な
い
｡

日
本
で
は
経
済
学
を

｢純
正
経
済

∽

畢
｣
と

｢
鷹
用
経
済
学
｣
に
大
別
L
t

さ
ら
に

｢
魔
用
経
済
学
｣
の
下
に

｢経
済
政
策
畢

(狭
義
の
麿
用
経
済
学
)
｣
と

｢
財
政
車
｣
と
い
う

(6
)

二
つ
の
分
野
が
あ
り
､

｢
財
政
学
｣
は
経
済
学
の
ご
-

一
部
に
す
ぎ
な
い
｡

以
上
の
よ
う
な
消
去
法
で
,

梁
啓
超
は

｢
生
計
畢
学
説
沿
革
小

史
｣
で
提
起
し
た

｢
生
計
｣
と
い
う
語
嚢
を
普
面
使
用
し
な
が
ら
'
後
賢
を
待
つ
こ
と
と
し
た
が
'
最
後
に
だ
め
を
お
す
よ
う
に

｢
日
本
語
諸

の
諸
学
の
名
稀
は
多
-
は
沿
用
し
て
も
よ
い
が
'
た
だ
経
済
学
と
社
食
撃
の
両
者
だ
け
は
'
私
見
で
は
ど
う
し
て
も
新
し
い
名
稀
を
求
め
る
必

(7
)

要
が
あ
る
｣
と
結
ん
で
い
る
｡

何
回
か
の
麿
酬
の
末
'
梁
啓
超
が
と
り
あ
え
ず
到
達
し
た

｢
生
計
｣
と
い
う
語
嚢
は
'

こ
の
時
期
も
っ
と
も
力
を
い
れ
て
執
筆
し
て
い
た

『
新
民
説
』
で
も
'

｢
生
計
撃
畢
説
沿
革
小
史
｣
の
連
載
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
と
同
じ

『
新
民
叢
報
』
第
七
貌

(
一
九

〇
二
年
五
月
八
日
)
の

｢第
九
節
論
自
由
｣
か
ら

｢
四
日
生
計
上
之
自
由

(即
日
本
所
謂
経
済
上
自
由
)
-
-
生
計
之
自
由
者
､
資
本
家
興
努
力
者
相
互
而
保
其
自

由
也
｣

(『
飲
泳
室
専
集
』
四
､
四
〇
貢
)
と
い
う
文
例
で
､

さ
っ
そ
-
使
用
が
は
じ
ま
り
､
以
後

｢
第
十

一
節
論
進
歩

(
一
名
論
中
国
軍
治

不
進
之
原
因
)
｣

｢
第
十
二
節
論
自
尊
｣

｢第
十
四
節
論
生
利
分
利
｣

｢第
十
六
節
論
義
務
思
想
｣

｢第
十
八
節
論
私
徳
｣

｢
第
十
九
節
論
政

治
能
力
｣
な
ど
の
諸
節
で
'

｢
斯
密
破
壊
奮
生
計
畢
'
而
新
生
計
畢
乃
興
｣

(同
前
六
二
頁
)

｢
二
十
世
紀
'
生
計
競
争
之
世
界
｣

(同
前
九

五
頁
)
と
い
っ
た
用
例
が
二
十
例
ほ
ど
確
認
さ
れ
る
｡

こ
の
ほ
か
'
同
じ
-
第
七
既
の

｢
論
中
国
学
術
思
想
襲
遷
之
大
勢
｣
で
も

｢
蓋
全
地

球
生
計
畢

(堅
剛
論
所
虞
構
之
平
準
畢
)
護
達
之
早
'
未
有
吾
中
国
若
者
也

(余
擬
著

1
中
国
生
計
畢
史
'
捜
集
前
哲
所
論
,
以
興
泰
西
撃
読

相
比
較
'
若
能
成
之
､
亦

一
壮
観
也
)
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』
七
､
三
二
頁
)
と
い
う
用
例
が
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に

『
新
民
叢
報
』
第
七
親
を
期
し
て

P
｡
-itica
-
E

c｡n｡m
y
の
評
語
を

｢
生
計
撃
｣
と
改
め
た
梁
啓
超
は
'

そ
の
後

『
新
民
慕

報
』
第
七
七
㌧
七
八
貌

(
一
九

〇
六
年
三
月
二
五
日
､
四
月
八
日
)
の

｢
中
国
法
理
畢
発
達
史
論
｣
ま
で
は
､
｢
進
化
論
革
命
者
頚
徳
之
畢
説
｣



生計孝と経済撃の閲

｢
新
民
議
｣

｢中
国
歴
史
上
革
命
之
研
究
｣

｢新
大
陸
源
記
節
線
｣
等
等
ほ
と
ん
ど
の
文
章
で
こ
の
語
嚢
を
愛
用
し
て
い
る
｡
と
く
に

『
新
民

叢
報
』
第
四
〇
･
四

l
､

四
二

･
四
三
親

(
完

0
111年

一
一
月
二
日
,

三

月
二
日

〔
完

〇
四
年
三
～
五
BTCS
)
の

｢
二
十
世
紀
之
宜
塞

托
殊
斯
｣
､

『
新
民
叢
報
』
第
四
六
～
四
八
合
併
貌
'

四
九
競
､
五

〇
貌
'
五
二
親
､
五
六
競

(
1
九

〇
四
年
二
月

1
四
日
､
六
月
二
八
日
､

七
月

二
二
日
､
九
月

一
〇
日
'

二

月
七
日
)
の

｢
中
国
貨
幣
問
題
｣
'

『
新
民
叢
報
』
第
五
二
～
五
四
貌
'

五
六
窮

(
一
九

〇
四
年
九
月

一

〇
日
～
1
0
月
九
日
'

二

月
七
日
)
の

｢外
資
輸
入
問
題
｣
な
ど
三
つ
の
文
章
で
は
'
こ
の
語
嚢
を
多
用
し
て
い
る
O
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の

文
章
で
も
'

｢
百
年
以
来
'

『
自
由
競
争
』

Free
Co
m
petition
l
語
､
幾
馬
計
畢
家
之
金
科
玉
律
』
(『
飲
泳
室
文
集
』

一
四
㌧
三
五
頁
)
'

｢
夫
慣
廉
則
消
費
者
食
其
利
'
滑
多
用
節
則
生
産
者
防
食
其
利
'
計
撃
公
理
必
出
於
両
利
'
誠
至
言
哉
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』

一
四
､
四
八
頁
)

の
よ
う
に

｢
計
撃
｣
が
､

ま
た

｢
苛
外
債
使
用
之
方
法
得
其
宜
､

可
以
大
助
長

1
図
経
済
之
護
達
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』

1
六
､

七
八
頁
)
'

｢讃
着
任
取

一
経
済
学
書
､
無
不
有
論
述
之
者
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』

一
六
㌧

一〇
六
頁
)
の
よ
う
に

｢経
済
｣
も
'

そ
れ
ぞ
れ
二
例
だ
け
使

わ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
極
め
て
低
い
比
率
か
ら
判
断
す
る
と
'
本
来

｢
生
計
｣
を
用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
を
'
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
あ
る
い
は
慣
性
か

ら

｢
計
撃
｣
あ
る
い
は

｢
経
済
｣
が
使
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

さ
ら
に
こ
の
時
期
で
も
'

『
自
由
書
』
の

｢
中
国
之
融
合
主
義
｣

｢
記
日
本

一
政
薫
領
袖
之
言
｣
お
よ
び

｢
東
籍
月
旦
｣
な
ど
の
文
章
で
は

｢
経
済
｣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
､
も
と
も
と

『
自
由
書
』
は
加
藤
弘
之
の

『
天
則
官
話
』
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
る
文
章
も
多
く
'
日
本

語
の
文
責
を
直
詳
す
る
傾
向
の
つ
よ
い
シ
リ
ー
ズ
で
あ
り
､

｢東
籍
月
旦
｣
は
日
本
語
の
書
籍
の
評
介
で
あ
る
か
ら
､
こ
こ
で
は
梁
啓
超
は
か

っ
て
と
同
じ
よ
う
に
あ
く
ま
で
日
本
語
と
し
て

｢
経
済
｣
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

以
上
の
よ
う
に
'

1
九

〇
二
年
五
月
か
ら

一
九

〇
六
年
三
月
に
か
け
て
の
四
年
閲
は
'
梁
啓
超
の
創
案
に
か
か
る

｢
生
計
｣
と
い
う
語
桑
が
t

P
o
-itica-
E
co
n
o
m
y
あ
る
い
は

E
co
n
o
m
ics
の
詩
語
と
し
て
積
極
的
に
選
び
取
ら
れ
て
い
た
時
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
｡
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三

｢経
済
｣
と
の
葛
藤

514

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
へ
厳
復
あ
る
い
は
梁
啓
超
な
ど
､
奮
撃
の
素
養
を
も
つ
世
代
の
知
識
人
は
､

｢
経
済
｣
と
い
う
言
葉
に
原
義
と
の

混
同
の
危
健
を
拭
い
き
れ
ず
､
そ
の
使
用
に
は
席
蹟
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
｡
し
か
し

一
方
で
'
中
国
で
奮
撃
の
教
育
を
受
け
な
い
ま
ま
に
､

あ
る
い
は
受
け
た
と
し
て
も
血
肉
に
な
ら
な
い
う
ち
に
昆
本
に
留
学
し
て
き
た
次
の
世
代
の
若
者
た
ち
に
は
'
そ
の
よ
う
な
蹟
蹄
は
ほ
と
ん
ど

な
く
'
P

otiticatE
co
n
o
m
y
あ
る
い
は

E
co
n
omi
c

s
の
詩
語
と
し
て

｢
経
済
｣
と
い
-
日
本
語
を
抵
抗
な
-
中
国
語
に
取
-
入
れ
た
O

例
え
ば
､
梁
啓
超
と
も
比
較
的
近
い
立
場
に
あ

っ
た
講
書
桑
福
祉
の
社
員
た
ち
も
'
そ
の
よ
う
な
世
代
に
層
す
る
者
が
多
-
を
占
め
た
｡
か

れ
ら
の
護
行
す
る

『
講
書
桑
編
』
に
は
'
リ
ス
ト
の

『
国
民
経
済
畢
鮭
系
』
を
は
じ
め
t
P
otitica
l
E
conom
y
関
係
の
勅
語
が
い
-
つ
か
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
､
リ
ス
ト
の
翻
欝
が

(徳
)
李
士
徳

『
理
財
畢
』
と
い
う
題
を
採
用
し
て
い
る
以
外
は
'
す
べ
て

｢
経
済
｣
と
い
う
語
嚢
を

用
い
て
い
る
0
第
二
年
第
九
期

(
一
九

〇
二
年

一
二
月

1
0
日
)
か
ら
は
掲
載
の
文
章
が
各
ジ
ャ
ン
ル
に
国
分
さ
れ
は
じ
め
る
が
'

｢
政
治
｣

｢
法
律
｣

｢
歴
史
｣
な
ど
と
並
ん
で

｢経
済
｣
の
ジ
ャ
ン
ル
が
設
け
ら
れ
る
｡
こ
の

｢
経
済
｣
欄
に
は

｢
経
済
原
理
｣

｢
経
済
孝
之
範
囲
及
分

類
説
｣

｢
近
世
経
済
孝
之
思
潮
｣

な
ど
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
梁
啓
超
の
お
膝
も
と
で
あ
る

『
新
民
叢
報
』
で
も
'

｢
雨
塵
子
｣

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
人
物
が
第

二

貌

(
1
九

〇
二
年
七
月
五
日
)
'

第

一
四
競

(
八
月

1
八
日
)
の

｢
生
計
｣
欄
で
､

｢
論
世
界
経
済
競

争
之
大
勢
｣
と
い
う
文
章
を
連
載
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
比
較
的
立
場
の
近
い
若
者
た
ち
で
あ
る
か
ぎ
り
ほ
'
梁
啓
超
が
原
義

へ
の
配
慮
か
ら

｢
経
済
｣
を
避
け
て
'
若
者
か
ら
は
や
や

古
め
か
し
い
と
思
わ
れ
た
で
あ
ろ
う

｢
生
計
｣
と
い
う
語
桑
に
固
執
し
て
も
'
お
そ
ら
-
は
泣
び
行
い
て
惇
ら
ず
の
状
況
で
あ

っ
た
に
相
違
な

い
｡
し
か
し
梁
啓
超
は
や
が
て
'
不
倶
戴
天
の
論
敵
と
中
国
近
代
史
上
も

っ
と
も
有
名
な
論
争
を
展
開
す
る
こ
と
を
飴
儀
な
く
さ
れ
る
時
期
を



生計撃と経済撃の聞

迎
え
る
｡

反
満
革
命
の
是
非
を
め
ぐ

っ
て
進
め
ら
れ
た

『
民
報
』
と
の
論
戦
は
'
帝
国
主
義
世
界
に
お
け
る
中
国
の
進
路
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
だ

け
に
､
論
鮎
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
｡
な
か
で
も
焦
鮎
の

一
つ
と
な
っ
た
土
地
国
有
化
を
め
ぐ
る
論
争
は
'
経
済
行
為
の
原
動
力
を
個
人
の
欲
望

に
求
め
る
か
香
か
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
'
ド
イ
ツ
に
お
け
る
後
期
歴
史
主
義
経
済
学
涯
と
社
台
主
義
経
済
学
涯
の
論
争
が
中
国
に
所
を
移
し
て

(9
)

再
開
さ
れ
た
感
が
あ

っ
た
｡
民
報
側
で
は
多
く
の
若
い
論
客
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
登
場
し
て
き
た
の
に
対
し
'
新
民
叢
報
側
は
梁
啓
超

が
ほ
と
ん
ど

一
人
で
論
陣
を
は
っ
た
｡
さ
ら
に
日
本
留
学
中
の
若
い
中
国
人
畢
生
を
お
も
な
観
衆
に
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
の
論
争
で
は
､
か
れ

ら
に
如
何
に
訴
え
か
け
､
如
何
に
自
ら
の
陣
営
に
引
き
入
れ
て
い
-
か
も
､
重
要
な
鮎
で
あ

っ
た
｡
か
れ
ら
若
い
留
学
生
に
訴
え
か
け
る
と
と

も
に
'
民
報
の
若
い
論
敵
と
渡
り
合

っ
て
い
く
た
め
に
も
'
梁
啓
超
は
自
ら
の
信
念
に

1
部
修
正
を
加
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
o
ド
イ
ツ
後
期

歴
史
主
義
経
済
撃
涯
の
学
説
を
ベ
ー
ス
に
し
て
土
地
国
有
化
の
非
現
資
性
を
立
琵
す
る
に
普
た
っ
て
'
梁
啓
超
の

｢
生
計
｣
と
い
う
語
費
は
､

古
典
の
教
養
を
も
た
な
い
若
者
た
ち
に
'
い
さ
さ
か
古
色
蒼
然
の
感
を
輿
え
る
ば
か
り
で
な
-
'
そ
も
そ
も
日
本
語
の

｢経
済
｣
と
い
う
語
桑

を
取
り
込
み
､
駆
使
し
て
論
争
を
挑
ん
で
-
る
民
報
涯
に
封
し
て
､

｢
生
計
｣
と
い
う
語
桑
で
廠
酬
し
て
い
た
の
で
は
論
争
そ
の
も
の
が
ス
レ

違
い
'
成
立
し
な
い
可
能
性
さ
え
あ

っ
た
｡

｢
生
計
｣
か
ら

｢
経
済
｣

へ
の
韓
換
は
､

『
新
民
叢
報
』
第
七
七
㌧
七
八
競

(
1
九
〇
六
年
三
月
二
五
日
､
四
月
八
日
)
の

｢
中
国
法
理
学

護
達
史
論
｣
の
な
か
で
発
生
し
た
｡
最
初

｢
此
可
以
生
計
学
理
説
明
之
也
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』

1
五
㌧
四
六
頁
)
と
'
従
来
ど
う
り
の
表
記

で
は
じ
ま
っ
た
こ
の
文
章
も
'
や
が
て

『
民
報
』
と
の
土
地
国
有
化
を
め
ぐ
る
論
争
で
'
重
要
な
論
鮎
と
な
る
欲
望
の
問
題
を
議
論
す
る
僕
で

は

｢其
富
図
篇
所
論
'
由
経
済
的

(生
計
的
)
現
象
'
進
而
説
明
法
制
的
現
象
'
尤
馬
博
深
切
明
､
謂
離
居
不
相
待
則
窮
'
故
経
済
的
杜
倉
岳

社
台
之
成
始
､
謂
看
而
無
分
別
争
'
故
国
家
的
社
合
'
為
政
合
之
成
終
'
其
言
争
之
所
由
起
'
謂
欲
悪
同
物
'
欲
多
而
物
寡
､
欲
者
経
済
学
所

謂
欲
望

(徳
語
之

B
egi
e
rde
英
語
之

D
esire)
､
欲
多
而
物
寡
'
郎
所
謂
妖
乏
之
感
覚

(徳
語
之

E
m
pAndung
deS
M
angets)
而
妖
乏
之
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感
覚
'
由
於
欲
悪
同
物
'
人
類
欲
望
之
目
的
物
､
如
衣
食
住
等
'
大
略
相
同
故
也
'
有
子
此
論
､
賞
可
薦
経
済
畢
社
合
掌
国
家
撃
等
之
共
同
根

本
観
念
也
｣

(同
前
四
七
頁
)
と
､

｢
経
済
学
｣
ば
か
り
で
な
-
'
あ
れ
ほ
ど
頗
蹟
し
て
い
た

｢
社
食
畢
｣
す
ら
'
自
分
の
言
葉
に
取
り
入
れ

て
行
論
し
て
い
る
｡
こ
の
ウ
ォ
ー
･"

ソ
グ
ア
ッ
プ
に
つ
づ
い
て
'

『
新
民
叢
報
』
第
七
九
貌

(
1
九

〇
六
年
四
月
二
四
日
)
の

｢答
某
報
第
四

競
封
於

『
新
民
叢
報
』
之
駁
論

(附
録
原
文
)
｣
､

『
新
民
叢
報
』
第
八
二
親

(
七
月
六
日
)
の

｢
暴
動
輿
外
囲
干
渉
｣
､

『
新
民
叢
報
』
第
八

四
～
八
六
貌

(
一
九
〇
六
年
八
月
四
日
～
九
月
三
日

二

九
〇
七
年

一
～
二
月
〕
)
の

｢
薙
答
某
報

(論
問
題
五
-
一
㌧
自
浦
洲
入
関
後
車
団

栗
己
亡
図
乎
･-
l
lr
今
之
政
府
薦
滞
洲
政
府
乎
抑
中
国
政
府
乎
･二
二
､
政
治
革
命
論
興
種
族
革
命
論
執
為
喚
起
国
民
之
責
任
心
執
為
消
泡
国
民

之
責
任
心
乎
…
四
㌧
立
憲
政
膿
之
不
能
確
立
其
原
因
果
由
浦
漠
利
害
相
反
乎
…
五
㌧

社
合
革
命
果
為
今
日
中
国
所
必
要
乎
)
｣

と
進
行
し
て
い

っ
た

『
民
報
』
と
の
論
戦
文
で
は
､

た
だ

1
個
所

｢
未
嘗
国
英
趨
重
何
業
'
而
影
響
及
於
貧
民
生
計
也
｣

(『
新
民
叢
報
』
第
八
六
貌
'
三
九

蛋
)
と
'
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
奮
乗
の
用
法
で

｢
生
計
｣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
以
外
は
'

｢経
済
聾
者
言
生
産
三
要
素
'

一
日
土
地
'
二
日
資

本
'
三
日
努
力
｣

(同
前

〓

頁
)

｢
吾
以
為
策
中
図
今
日
経
済
界
之
前
途
'
膏
以
奨
励
資
本
家
蔑
第

1
義
'
而
以
保
護
弊
働
者
為
第
二
義
｣

(同
前

一
七
貢
)
の
よ
う
に
'
す
べ
て

｢
経
済
｣
と
い
う
語
嚢
で
議
論
を
進
め
て
い
る
｡

そ
し
て
経
済
論
争
の
ピ
ー
ク
と
も
い
う
べ
き

『
新
民
叢
報
』
第
九
〇
～
九
二
親

(
1
九
〇
六
年

二

月

1
日
～
三
〇
日

二

九
〇
七
年
五
～

六
月
〕
)
の

｢駁
某
報
之
土
地
国
有
論
｣
で
は
､

｢
而
就
歴
史
上
観
察
人
類
之
普
通
性
質
､

以
研
究
現
経
済
社
脅
進
化
之
動
磯
'
則
私
有
制
度

(印
以
法
律
承
認
私
人
所
有
権
之
制
度
)
堆
謂
薦
現
社
脅

一
切
文
明
之
源
泉
可
也
'
蓋
経
済
之
最
大
動
機
箕
起
於
人
類
之
利
己
心
｣

(『
飲
泳

室
文
集
』

一
八
､
二
二
頁
)
と
か
､

｢
散
在
囲
滞
之
証
合
主
義
､
紹
封
不
承
認
財
産
私
有
権
､
而
求
経
済
動
機
於
他
方
面
者
､
固
可
行
之
'
若

猶
利
用
此
動
機
蔑
国
民
経
済
章
達
之
媒
'
而
偏
采
此
狙
遥
此
動
機
之
制
度
'
則
所
謂
南
敗
倶
傷
者
也
｣

(同
前
二
四
頁
)
と
い
う
た
有
名
な
主

張
を
は
じ
め
'
何
十
個
所
も

｢
経
済
｣
と
い
う
語
柔
が
論
戦
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
時
期
に
は

『
民
報
』
と
の
論
戦
の
ほ
か
に
も
'

『
新
民
叢
報
』
第
八
九
貌

(
一
九
〇
六
年

一
〇
月

7
八
日

二

九
〇
七
年
四
月
〕
)
の
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生計撃と経済撃の聞

｢
社
合
主
義
論
序
｣
'

『
政
論
』
第

一
戟

(
1
九
〇
七
年

一
〇
月
七
日
)
の

｢
政
開
放
宣
言
書
｣
'

｢
世
界
大
勢
及
中
国
前
途
｣
'
『
政
論
』
第
五

貌

(
一
九
〇
八
年
七
月
八
日
)
の

｢中
国
園
舎
制
度
私
議
L
t

1
九

〇
九
年
四
月
二
〇
日
～
五
月
五
目
の
作
と
い
わ
れ
る

『
管
子
停
』
'

『
国
風

報
』
第

一
期

(
1
九

1
0
年
二
月
二
〇
日
)
の

｢
論
各
国
干
渉
中
国
財
政
之
動
機
｣
(賓
際
は
一
九
〇
九
年

二

一月

二

日
作
)
な
ど
で
も
､
す

べ
て

｢
経
済
｣
と
い
う
語
嚢
で
統

一
さ
れ
て
い
る
｡

『
新
民
叢
報
』
後
期
か
ら
政
聞
社
の
時
期
に
か
け
て
'
民
報
涯
と
の
論
争
を
頂
鮎
に
'
日

本
在
任
の
若
い
中
国
人
留
畢
生
を
対
象
に
論
陣
を
は
っ
た
梁
啓
超
は
'
不
本
意
な
が
ら
も

｢
経
済
｣
と
い
う
言
葉
で
'
西
欧
近
代
の
P
otiticat

(10
)

E

conom
y
の
諸
概
念
を
移
植
す
る
活
動
を
つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
四
年
た
ら
ず
の
時
期
を

｢経
済
｣
期
と
す
る
所
以
で
あ
る
｡

し
か
し
こ
の
状
況
も
､

一
九
〇
九
年

一
一
月
の
宣
統
五
年
園
舎
召
集
の
上
諭
に
よ
っ
て
清
朝
の
預
備
立
憲
が
現
箕
に
近
づ
き
'
梁
啓
超
が
言

論
活
動
の
封
象
を
中
国
国
内
の
立
憲
涯
の
知
識
人
あ
る
い
は
清
朝
の
嘗
局
者
に
韓
換
し
は
じ
め
る
と
'
再
び

1
持
し
た
.

一
九

1
0
年
二
月
二

〇
日
に
創
刊
さ
れ
た

『
閥
風
報
』
は
'
中
国
園
内
の
立
憲
運
動
に
指
針
を
輿
え
る
こ
と
を
目
的
と
L
t
そ
の
封
象
は
ま
さ
し
-
蕃
撃
の
素
養
の

あ
る
国
内
の
知
識
人
で
あ

っ
た
｡
梁
啓
超
は

｢経
済
｣
で
は
原
義
と
の
混
同
を
招
き
や
す
い
と
い
う
懸
念
に
再
度
と
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

算
際

『
国
風
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
で
は
､
三
五
編
も
の
多
-
が

E
conom
y
の
詩
語
に
相
嘗
す
る
語
桑
を
使
用
し
て
い
る
｡
先
に
指
摘
し

た
よ
う
に
第

一
期
の

｢論
各
国
干
渉
中
国
財
政
之
動
機
｣
は
す
べ
て

｢経
済
｣
で

一
貫
し
て
い
る
が
'
賢
際
の
作
は

一
九
〇
九
年

一
二
月

一
一

日
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
除
外
す
れ
ば
'
そ
れ
以
外
の
文
章
で
は
第
三
期

(
1
九

一
〇
年
三
月

二

日
)

｢満
洲
銭
路
中
立
問
題
｣
で
の

｢以

致
東
三
省
市
場
成
日
本
猫
占
之
勢
､
便
我
国
及
他
国
不
能
馬
正
普
之
競
争
'
而
経
済
護
達
播
無
可
望
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』
二
五

(上
)
'
八
六

貢
)
'

『
図
風
報
』
第
二
年
第
八
期

(
l
九

二

年
四
月

一
九
日
)

｢時
事
雑
感

鳴
呼

1
寓
寓
囲
之
新
外
債
｣
で
の

｢其
全
図
経
済
界
､
非

連
年
階
於
憶
惇
萎
黄
之
境
耶
｣

(『
飲
泳
宣
文
集
』
二
七
､
六
五
頁
)
と
い
う
た
だ
二
つ
の
例
外
を
除
い
て
'
す
べ
て
梁
啓
超
の
創
案
に
か
か

る

｢
生
計
｣
で

l
質
し
た
用
例
が
'

『
国
風
報
』
第

二

､
二
〇
期

(
1
九

l
〇
年
五
月
二
九
日
'
八
月
二
五
日
)
の

｢
論
中
国
国
民
生
計
之

危
機
｣
と
題
す
る
文
章
を
筆
頭
に
七
〇
例
ほ
ど
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
o
こ
の
状
況
は

1
九

二

年
七
月

『
親
風
報
』
の
停
刊
以
降
も

一
年
飴
り
は

L,J=17
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漁
祷
し
た
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
の
で
'
こ
の
時
期
を

｢
生
計
｣
回
蹄
期
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
｡

四

口
語
と
文
語

中
華
民
国
成
立
後
に
梁
啓
超
が
帝
国
す
る
と
'
ま
た
様
相
は

1
襲
し
た
.
亡
命
先
の
日
本
か
ら
'
雑
誌
の
誌
面
を
通
じ
て
書
き
言
葉
だ
け
で
,

中
国
国
内
の
知
識
人
に
立
憲
政
治
に
も
と
づ
-
国
民
国
家
の
形
成
を
訴
え
か
け
て
い
た
段
階
で
は
'

｢
生
計
｣
と
い
う
や
や
古
風
な
語
嚢
で
綴

っ
て
も
'
ほ
と
ん
ど
髄
酷
は
生
じ
な
か
っ
た
の
だ
が
'
い
ざ
師
団
し
て
中
国
の
聴
衆
を
直
接
前
に
し
て
話
し
言
葉
で
語
-
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
横
合
が
ふ
え
て
-
る
と
'
sheng
ji
と
撃
晋
さ
れ
る
語
嚢
は
革
に
古
風
の
感
を
あ
た
え
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
'
そ
も
そ
も
何
を
意
味
す

る
か
さ
え
'
と
く
に
若
い
聴
衆
に
は
理
解
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
.
そ
の
た
め
蹄
図
以
後
の
演
説
稿
で

は
'
次
第
に
人
口
に
胎
英
し
て
い
る

｢経
済
｣
jing
ji
と
い
う
言
葉
が
歴
例
的
な
優
勢
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
｡

蹄
図
早
々
に
行
わ
れ
た
演
説
稿
で
は
'

『
初
師
団
演
説
鮮
』
の
題
名
で
く
く
ら
れ
る

1
連

の
演
説
の
う
ち

｢粒
北
京
商
合
歓
迎
合
演
説
節

(
一
九

三

年

一
〇
月
三
〇
目
上
午
)
｣

｢
粒
山
西
票
商
歌
迎
合
演
説
尉

(
一
九

二

奉

一
〇
月
三
〇
日
下
午
七
時
)
｣
の
二
稿
で
は

｢
経
済
｣

と
い
う
言
葉
で
語
り
か
け
ら
れ
て
い
る
の
に
射
し
て
'

｢龍
北
京
公
民
合
八
旗
生
計
合
聯
合
歓
迎
合
演
説
鮮

(
一
九

二

一年

一
〇
月
三
〇
日
下

午
)
｣

｢
答
薩
茶
話
禽
演
説
酢

(
一
九

一
二
年

一
〇
月
三

1
日
)
｣
で
は
演
説
稿
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
ま
だ

｢
生
計
｣
と
い
う
言
葉
が
踏

襲
さ
れ
て
い
る
｡

一
〇
月
三
〇
日
午
後
の
演
説
は
八
旗
生
計
合
を
聴
衆
と
L
T
ま
た

一
〇
月
三

一
日
の
茶
話
合
は
八
旗
生
計
合
を
ふ
く
む
北
京

の
諸
囲
鰹
を
招
い
て
の
答
薩
で
あ
る
と
い
う
事
情
を
考
え
れ
ば
､

｢
生
計
｣
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
ほ
､
聴
衆
に
封
す
る
配
慮
か
ら

で
た
措
置
と
考
え
る
の
が
愛
菅
で
あ
る
｡

そ
の
後
は
'

『
東
方
雑
誌
』
第

l
四
奄
第
二
貌

(
一
九

一
七
年
二
月

1
五
日
)
の

｢
在
上
海
線
商
合
之
演
説

(戦
後
経
済
競
争
賂
更
劇
､
商

518



生計撃と経済学の閲

民
須
克
服
依
頼
性
和
保
守
性
'
以
遍
歴
時
勢
)｣
'

『
申
報
』

(
1
九
二
〇
年
三
月

1
四
日
'

1
五
日
)
の

｢
在
中
図
公
孝
之
演
説

(謂
欧
薄
最

大
収
穫
是
了
解
欧
洲
的
社
合
へ
政
治
'
経
済
基
礎
輿
中
国
不
同
､
故
中
国
不
能
教
法
欧
洲
)
｣
か
ら

『
農
報
副
刊
』
封
俄
問
題
討
論
第
七
､
八
㌧

二

親

(
1
九
二
五
年

二

月

一
七
日
､

二
四
日
､

二

一月
二
二
日
)
の

｢
国
産
之
保
護
及
奨
励

(講
演
稿
)
｣
に
お
よ
ぶ
ま
で
､

〓

一編
を

数
え
る
演
説
稿
は
す
べ
て

｢経
済
｣
と
い
う
言
葉
で
埋
め
轟
-
さ
れ
て
い
る
｡

そ
の

一
方
書
き
言
葉
で
は
'
蹄
国
後
も

｢
生
計
｣
と
い
う
語
嚢
が
生
き
績
け
る
ば
か
り
で
な
-
'
さ
ら
に
増
殖
さ
え
す
る
｡

『
庸
言
』
第

一

奄
第

l
'

二
㌧

四
競

(
一
九

二

一年

〓

1月

1
日
～
一
九

二
二
年

1
月

1
六
日
)
の

｢
中
図
立
国
大
方
針
｣

(
1
九

二

一年
四
月
作
)
で
の

｢今
世
界
惟
占
優
勝
於
生
計
界
者
､
薦
能
安
祭
-
-
故
国
家
之
柴
惇
消
長
､
惟
於
国
民
生
計
競
争
之
勝
敗
決
之
｣

(｢飲
泳
室
文
集
』
二
八
㌧

四
五
頁
)
と
い
う
例
を
は
じ
め
'

『
庸
言
』

『
大
中
華
』
な
ど
の
雑
誌
に
掲
載
し
た
､
や
や
格
調
の
高
い
文
章
あ
る
い
は
眉
を
張

っ
た
文
章
で

は
､
必
ず

｢
生
計
｣
と
い
う
語
柔
が
採
用
さ
れ
て
い
る
｡

第

l
次
世
界
大
戦
の
後
､
西
欧
近
代
の
国
民
観
家
に
懐
疑
を
抱
き
'
世
界
国
家
の
可
能
性
に
希
望
を
託
し
は
じ
め
た
時
期
に
お
け
る
梁
啓
超

の
思
想
を
探
る
う
え
で
'

『
先
秦
政
治
思
想
史
』
は
極
め
て
重
要
な
材
料
で
あ
る
が
､
こ
の
著
作
の
襲
端
は

『
改
造
』
第
四
奄
第
八
期

(
一
九

二
二
年
四
月

1
五
日
)
の

｢先
秦
政
治
思
想

(
五
月
四
日
在
北
京
法
政
専
門
学
校
講
演
)
｣
と

い
う
演
説
に
あ
る
o
演
説
稿
の
段
階
で
は
ご
多

分
に
洩
れ
ず

｢
他
僧
徒
経
済
上
着
眼
､
以
為
政
脅
所
以
有
争
乱
､
都
起
於
人
類
欲
望
的
衝
動
｣

(『
飲
泳
室
寄
集
』
五
〇
､
二
〇
四
頁
)
と

｢
経

済
｣
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
の
文
責
も
､

｢先
秦
政
治
思
想
史

(
1
名
中
国
聖
暫
之
人
生
観
及
其
政
治
哲
学
)
｣
と
題
す
る
正
規
の
論
文
と
し
て

『
農
報
副
刊
』

(
一
九
二
二
年

一
二
月

〓

盲

～
二
〇
日
)
に
連
載
さ
れ
る
段
階
に
な
る
と
､

｢文
化
演
進
較
深
之
国
､
政
治
問
題
必
以
国
民

生
計
薦
中
心
､
此
通
義
也
･･････而
其
最
大
特
色
､
則
我
国
之
生
計
学
説
'
常
以
分
配
論
為
首
位
'
而
生
産
論
乃
在
次
位
也
｣
(『
飲
泳
室
専
集
』

五
〇
､
五
頁
)
と
い
う
印
象
的
な

一
句
を
は
じ
め
'
こ
と
ご
と
-

｢
生
計
｣
と
い
う
語
嚢
で
綴
ら
れ
て
い
る
｡

以
上
の
よ
う
に
蹄
国
後
の
梁
啓
超
は
'

比
較
的
格
調
の
高
い
書
き
言
葉
の
文
章
で
は

｢
生
計
｣
､

不
特
定
多
数
の
聴
衆
に
語
り
か
け
る
話
し
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言
葉
の
演
説
稿
で
は

｢

経
済
｣

と
'
か
な
り
明
確
な
使
い
分
け
を
箕
蹟
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
｡
し
た
が

っ
て
こ
の
時
期
を
泣
用
期

(〓)

と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
｡

520

む

す

び

梁
啓
超
に
お
け
る

｢
生
計
畢
｣
と

｢
経
済
学
｣
の
葛
藤
は
'
お
も
に

P
o
titic
alE
co
n
o
m
y
あ
る
い
は

E
con
o
m
ics
の
詩
語
と
し
て
は
､

い
ず
れ
が
適
し
て
い
る
か
と
い
う
二
者
揮

1
の
問
題
か
ら
出
登
し
た
.
こ
れ
ら
二
つ
の
語
嚢
の
選
樺
は
'
す
で
に
長
々
と
観
察
し
て
き
た
結
果

に
明
ら
か
な
よ
う
に
'
そ
れ
が
使
用
さ
れ
る
目
的
と
封
象
に
麿
じ
て
何
度
か
襲
化
を
繰
り
返
し
て
き
た
｡
梁
啓
超
の
個
人
的
な
噂
好
'
感
性
に

恩
賞
で
あ
れ
ば
'

｢
生
計
｣
が
最
適
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
'
辛
亥
革
命
を
は
さ
む
時
期
の
激
轡
を
つ
づ
け
る
中
開
社

(12
)

食
で
は
'
も
は
や

｢
経
済
｣
で
な
け
れ
ば
通
用
し
な
い
状
況
も
生
ま
れ
て
い
た
｡

こ
の
よ
う
な
中
国
社
合
と
の
封
話
を
経
緯
す
る
た
め
に
は
'

梁
啓
超
は
不
本
意
な
が
ら
も
臨
検
願
轡
に

｢経
済
｣
と
い
う
語
嚢
も
使
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
｡

し
か
し
第

一
次
世
界
大
戦
以
降
の
時
期
に
な
る
と
'

梁
啓
超
に
と

っ
て
の

｢
生
計
｣
は
､

た
ん
に

P
o
titi
calE
con
o
m
y

あ
る
い
は

E
co･

n
o
m
ic
s
の
詩
語
に
と
ど
ま
ら
な
い
含
意
を
も
ち
は
じ
め
る
｡

そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
､

『
改
造
』

(月
刊
)
第
三
奄
第
三
競

(
一
九
二

〇
年

二

月

一
五
日
)
か
ら
連
載
の
は
じ
ま
っ
た

『
清
代
学
術
概
論
』

(原
題
は

｢
前
清

1
代
思
想
之
娩
襲
｣
'
李
図
俊
は

1
0
月
作
と
す
る
)

の
次
の
よ
う
な

一
節
で
あ
る
｡

｢
所
謂

『
経
世
致
用
』
之

一
学
派
､
其
根
本
観
念
侍
自
孔
孟
'
歴
代
多
侶
道
之
､
而
清
代
之
啓
蒙
涯
晩
出
涯
'

益
按
張
其
範
囲
'
此
涯
所
掬
襲
之
旗
臓
､
謂
学
問
有
普
講
求
者
'
在
改
良
社
食
槍
其
幸
福
､
其
通
行
語
所
謂

『
図
計
民
生
』
者
是
也
､
故
其
論

鮎
不
期
而
趨
集
於
生
計
問
題
'
而
我
国
封
於
生
計
問
題
之
見
地
'
自
発
秦
誇
大
暫
'
其
理
想
皆
近
於
今
世
所
謂

『
社
合
主
義
』
'

二
千
年
来
生

計
社
食
之
組
織
'
亦
蒙
此
種
理
想
之
賜
'
頗
稀
均
平
健
賓
｣

(『
飲
泳
室
寄
集
』
三
四
㌧
七
九
頁
)
0



生計撃と経済学の聞

そ
も
そ
も
梁
啓
超
が
ド
イ
ツ
国
民
経
済
学
説

へ
の
関
心
を
抱
-
よ
う
に
な
っ
た
の
は
'
そ
れ
が

『
新
民
説
』
に
代
表
さ
れ
る
図
民
国
家
形
成

へ
の
構
想
に
と
っ
て
'
故
-
こ
と
の
で
き
な
い
畢
問
鮭
系
の

一
部
と
認
識
さ
れ
た
か
ら
に
は
か
な
ら
な
い
O
し
か
も
梁
啓
超
の
知
的
営
為
の

1

つ
の
特
色
は
'
西
欧
近
代
学
説
を
受
容
す
る
過
程
に
お
い
て
'
つ
ね
に
西
欧
近
代
畢
説
の
ス
ケ
ー
ル
を
用
い
て
'
中
国
の
香
草
を
計
測
し
な
お

L
t
新
た
な
評
慣
基
準
を
設
定
す
る
姿
勢
に
あ
る
｡
す
で
に
ド
イ
ツ
国
民
経
済
学
説
受
容
の
段
階
に
お
い
て
'
梁
啓
超
は
図
民
経
済
の
観
鮎
か

ら
春
秋
戦
国
期
の
思
想
家
た
ち
に
再
許
債
の
光
を
あ
て
'
孟
子
に
よ
っ
て
覇
業
と
排
撃
さ
れ
た
管
子
の
思
想
を
中
国
に
お
け
る
国
民
経
済
学
説

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
許
債
し
な
お
し
'

『
管
子
博
』
を
執
筆
し
て
'
そ
の
顕
彰
に
つ
と
め
た
｡

一
種
の
附
合
説
と
考
え
て
も
よ
い
こ
の
よ
う
な
梁
啓
超
の
ス
タ
ン
ス
は
'
第

一
次
世
界
大
戦
の
惨
劇
か
ら
国
民
国
家

へ
の
懐
疑
を
深
め
'
世

界
国
家
の
構
想

へ
と
舵
を
き
り
か
え
る
プ
ロ
セ
ス
で
よ
り
額
著
に
な
っ
て
い
-
｡
折
か
ら
の

｢
図
故
整
理
｣
の
流
れ
の
な
か
で
'
梁
啓
超
は
新

し
い
理
想
を
償
値
基
準
と
す
る
観
鮎
か
ら
中
国
の
蕃
撃
を
再
章
掘
し
'
管
子
の
国
家
主
義
に
か
え
て
儒
家
の
世
界
主
義
'
社
合
主
義
に
軸
足
を

移
し
て
い
く
｡
こ
の
よ
-
な
慣
値
基
準
の
碑
換
の
過
程
で
､
儒
家
の
経
世
思
想
は
西
欧
近
代
の
政
治
'
経
済
学
説
と
少
な
-
と
も
封
等
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
債
値
を
も
つ
も
の
と
意
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
.
か
つ
て
日
本
亡
命
時
期
に
'

『
新
民
叢
報
』
第
三
親

(
1
九

〇
二
年
三
月

1

0
日
)
の

｢
論
中
開
畢
術
思
想
襲
遷
之
大
勢
｣
で

｢
蓋
し
大
地
今
日
只
両
文
明
を
有
す
る
の
み
〇

一
は
泰
西
文
明
'
欧
莫
是
な
り
'
二
は
泰
東

文
明
'
中
華
是
な
り
.

二
十
世
紀
は
則
ち
両
文
明
結
婚
の
時
代
な
り
｣

(『
飲
泳
室
文
集
』
七
､
四
貢
)
と
述
べ
た
気
概
は
'
決
し
て

1
時
の

ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
で
は
な
く
､
終
生
の
確
信
と
な

っ
た
｡
そ
の
梁
啓
超
に
と
っ
て

｢
生
計
畢
｣
は
'
い
ま
や

P｡-itica-
Econom
y
を
中
国

に
移
植
す
る
た
め
に
考
案
し
た
諾
語
と
い
う
段
階
を
超
越
し
て
､
い
わ
ば
中
国
固
有
の
経
世
思
想
と
西
欧
近
代
の
経
済
学
説
と
の
止
揚
を
め
ざ

す

一
段
高
次
の
学
問
鰻
系
と
し
て
構
想
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
｡

『
清
代
畢
術
概
論
』
の
上
掲
の

一
節
は
そ
う
し
た
梁
啓
超
の
ス
タ
ン
ス
を
停
え

て
い
る
よ
う
に
謹
め
る
.

｢
生
計
｣
と
い
う
語
柔
は
梁
啓
超
の
思
想
的
営
為
に
お
け
る
最
終
局
面
で
'
西
欧
近
代
の

P
o
titicat
E
conom
y
と

儒
家
の

｢経
国
済
世
｣
を
統
合
す
る
新
し
い
概
念
に
昇
華
し
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
｡
泣
用
の
段
階
で
も
と
-
に
一
九
二
〇
年

一
〇
月
以
降
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の
時
期
を
超
克
期
と
し
た
の
は
'
以
上
の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
あ
る
｡

注(
1
)

日
本
亡
命
時
期
に
お
け
る
梁
啓
超
の
代
表
作
と
も
い
う
べ
き

『
新
民
説
』
は
'
一

九
〇
二
年
二
月
の

『新
民
叢
報
』
創
刊
と
と
も
に
掲
載
が
は
じ
ま
り
'
7
九
〇
三

年

の
二
月
か
ら

1
二
月
ま
で
1
0
カ
月
以
上
に
お
よ
ぶ
ア
メ
リ
カ
訪
問
を
挟
ん

で
､
7
九
〇
六
年

1
月
の
第
七

二
親
で
完
了
し
て
い
る
が
､
こ
の
四
年
近
く
の
閲

に
計
二
四
回
使
わ
れ
て
い
る

E
v
olution
の
詩
語
は
､
厳
復
の
考
案
し
た

｢
天

演
｣
か
ら
'
や
が
て
日
本
で
定
着
し
て

いた
｢
進
化
｣
へ
と
切
り
換

っ
た
｡
そ
の

分
布
は
'
冒
頭
第

7
節
叙
論
の

｢此
百
十
国
中
'
其
能
吃
然
強
立
､
有
左
右
世
界

之
力
'
清
爽
可
以
戦
勝
於
天
演
界
者
'
幾
何
平
｡
日
四
五
而
己
英
｣

(
『飲
淡
室

尊
集
』
四
㌧

7
頁
)
か
ら
第
十
七
衝
論
尚
武
の

｢柔
脆
無
骨
之
人
､
豊
能

7
日
立

於
天
演
之
界
｣

(同
前

二

八
貢
)
ま
で
合
計

二
二
回

｢天
演
｣
と
い
う
語
嚢
が

用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
封
し
､

｢進
化
｣
と
い
う
語
嚢
の
方
は
や
や
孤
立
的
に
第

十

7
節
論
進
歩

(
7
名
論
中
国
軍
治
不
進
之
原
因
)
で
七
回
集
中
し
て
い
る
の
か

ら
飛
ん
で
､
第
十
八
街
論
私
徳
の

｢進
化
主
義
｣

(同
前

1
三
六
頁
)
か
ら
第
二

十
節
論
政
治
能
力
の

｢然
則
凡
欲
望
皆
生
於
必
要
而
己
､
而
其
必
要
之
事
物
忠

多
'
則
其
欲
望
愈
繁
'
而
文
明
之
程
度
愈
高
､
此
民
族
進
化
得
失
之
林
也
｣

(
同

前

一
五
四
頁
)
ま
で
最
終
の
三
節
で
四
回
使
わ
れ
て
い
る
.
各
節
の
執
筆
時
期
を

厳
密
に
確
定
す
る
作
業
の
結
果
を
ま
つ
必
要
が
あ
る
が
､
文
章
の
表
題
を
み
て

も
'

『新
民
叢
報
』
第
三
競

(
1
九
〇
二
年
三
月

1
0
日
)
の

｢天
済
畢
初
租
達

爾
文
之
畢
説
及
其
略
俸
｣
か
ら

『新

民
叢
報
』
第

1
八
親
(同
年

1
0
月

7
六
日
)

の

｢
進
化
論
革
命
者
讃
徳
之
畢
説
｣
へ
と
韓
換
し
て
い
る
こ
と
か

ら
判
断
す
れ

ば
'
韓
換
の
時
期
は
1
九
〇
二
年
の
半
ば
か
ら

7
九
〇
三
年
に
か
け
て
と
措
定
し

て
も
大
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡

(
2
)

郡
親
鷹
は

｢典
子
姪
論
商
務
書
｣
の

｢今
之
世
界

1
商
務
競
争
之
世
界
o
商
務
盛

之
国
別
強
'
1商
務
衰
之
国
別
弱
o
我
国
商
務
不
能
及
泰
西
各
国
者
､
固
由
於
敏
南

本
無
商
畢
乏
商
才
'
其
彰
明
較
著
也
｣
(『鄭
観
鷹
集
』
下
筋

上
海
人
民
出
版
社

(
3

)

(
4
)

(
5
)

一
九
八
八
年
､
六
二
二
頁
)
の
よ
う
に

｢商
学
｣
あ
る
い
は

｢商
務
｣
と
い
う
言

葉
を
用
い
た
｡

｢致
播
蘭
史
徴
君
書
｣
の

｢
丞
不
吾
図
年
末
百
貨
騰
貴
'
民
不
柳

生
'
政
府
徴
税
敷
財
'
不
暇
薦
窮
民
代
筆
生
計
'
只
知
各
懐
私
利
､
不
知
寓
生
計

於
教
育
之
中
.
外
囲
教
育
愈
進
化
'
而
人
民
生
計
有
愈
蒙
達
之
法
､
貫
之
探
大

息
｣

(同
前
下
筋
､
六
四
〇
京
)
の
よ
う
に
､

｢生
計
｣
と
い
う
言
葉
も
使
っ
て

い
る
が
'
お
お
む
ね
蕃
乗

の
用
法
に
そ
っ
た
も
の
で
'
E
con
om
y
の
詩
語
と
は

見
受
け
ら
れ
な
い
｡

7
九
〇
二
年
九
月
二
日
の

『新
民
叢
報
』
第

1
五
既
で

｢山
陰
孫
鄭
斎
｣
を
名
乗

る
人
物
か
ら
の
質
問
に
答
え
'
梁
啓
超
は

｢都
人
初
狙
東
時
､
徒
同
筆
羅
君
畢
讃

東
籍
｡
羅
君
為
簡
法
相
指
授
｡
其
後
席
有
自
故
郷
来
者
､
復
以
此
相
質
､
則
薦
草

和
文
漠
讃
法
以
語
之
､
此
己
亥
夏
五
六
月
間
事
也
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
ま
た
こ
の

『和
文
漠
讃
法
』
と

｢
東
籍
月
旦
｣
'
羅
普
著

『
和
文
奇
字
解
』
を
合
塵
し
て

『
莱

草
津
逮
三
種
』
と
題
す
る
書
物
を
出
版
す
る
計
劃
も
あ
っ
た
と
い
う
｡

狭
間
直
樹

｢梁
啓
超
-
日
本
関
係
日
表

(
1
八
九
八
-

1
九
〇
三
)｣

『
中
国
近

代
に
お
け
る
日
本
を
媒
介
と
す
る
西
洋
近
代
文
明
の
受
容
に

関
す
る
基
礎
的
研

究
』
卒
成
六
-
七
年
度
科
畢
研
究
費
補
助
金

丁
般
研
究
C
研
究
成
果
報
告
書

卒

成
九
年
三
月
｡

厳
復
は

『
原
富
』
諸
事
例
言
で

｢
計
畢
｣
を
詩
語
と
し
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述

べ
る
｡

｢計
撃
'
西
名
菓
料
諾
密
'
本
希
膿
語
｡
薬
科
此
言
家
､
諾
密
寅
責
摩
之

韓
､
此
言
治
言
計
､
則
其
義
始
於
治
家
｡
引
而
中
之
､
薦
凡
料
量
経
紀
捧
節
出
納

之
事
'
操
而
克
之
､
為
邦
園
天
下
生
食
為
用
之
経
｡
蓋
其
訓
之
所
萄
至
衆
､
故
日

本
謬
之
以
経
済
､
中
国
詳
之
以
理
財
｡
願
必
求
吻
合
､
則
経
済
即
雄
太
廓
､
而
理

財
文
鳥
過
狭
o
自
我
作
故
､
及
以
計
畢
嘗
之
｡
錐
計
之
為
義
'
不
止
於
地
官
之
所

掌
､
卒
準
之
所
善
､
然
考
往
籍
'
合
計
計
相
計
僧
話
語
､
典
常
俗
園
計
家
計
之

稀
'
似
輿
希
臓
之
責
摩
較
烏
有
合
､
故

『
原
富
』
者
'
計
孝
之
書
也
｣
｡
ま
た
難

解
に
過
ぎ
る
と
の
梁
啓
超
の
批
判
に
封
し
て
は

｢典
梁
任
公
論
所
茅
原
富
書
｣
に
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生計撃と経済翠の聞

お
い
て
､

｢
不
慮
之
所
従
事
者
'
掌
理
遠
蹟
之
書
也
'
非
以
銅
撃
俸
而
望
其
受
益

也
'
吾
詳
正
以
待
多
護
中
国
古
書
之
人
｣

(『厳
復
詩
文
選
』
人
民
文
畢
出
版
社

一
九
五
九
年
､

一
五
四
貢
)
と
反
論
し
て
い
る
｡

(
6

)

こ
の
分
類
は
金
井
延

『経
済
畢
』
中
央
大
草

1
八
九
四
年
､
夏
秋
亀

7
『
最
新

経
済
論
』
清
美
館

1
九
〇
〇
年
な
ど
に
依
嬢
し
て
い
る
｡

(
7
)

李
囲
俊

『
梁
啓
超
著
述
来
年
』
復
旦
大
草
出
版
社

丁
九
八
六
年
の
巻
末
に
列
翠

さ
れ
て
い
る
抄
本
の
T
筋
で
あ
る

｢入
室
生
計
畢

(
T
名
社
脅
経
済
撃
)｣
は
､

こ
の
よ
う
な
蹟
籍
の
時
期
の
産
物
で
あ
ろ
う
か
｡

(
8

)

『新
民
叢
報
』
の
宴
際
の
襲
行
時
期
は
奥
附
の
記
載
よ
り
も
'
最
大
で
六
ケ
月
遅

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
o
以
下
カ
ッ
コ
内
に
は
責
際
の
専
行
年
月
と
推
測
さ
れ

る
デ
ー
タ
を
記
す
｡
そ
の
根
接
に
つ
い
て
は
'
狭
間
直
樹
編

『共
同
研
究

梁

啓
超
』
み
す
ず
書
房

一
九
九
九
年
の
附
録
二
を
参
照
の
こ
と
｡

(
9
)

梁
啓
超
が
個
人
の
欲
望
の
経
済
撃
的
な
意
味
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
､
ド
イ

ッ
後
期
歴
史
撃
淑
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
制
度
撃
取
の
つ
よ
い
影
響
を
う
け
て
い
た
時

期
の
河
上
聾
が
執
筆
し
た

『経
済
畢
原
論
』
上
巻

有
斐
閣
書
房

7
九
〇
五
年

か
ら
大
き
な
示
唆
を
得
て
い
る
｡

(10)

こ
の
時
期
､
厳
復
が
辞
書
局
線
辞
の
任
に
あ
た
っ
た
京
師
大
草
堂
で
は
､
購
入
し

た
経
済
畢
関
係
の
洋
書
を
す
べ
て

｢計
畢
｣
の
詩
語
で
記
録
し
て
い
た
｡
例
え

ば
､
J
,
K
e
y
n
e
s
,
T
h
e
S
cop
e
a
n
d
m
eth
od
of

P
olitica
l
eco
nom
y
,

L
o
nd
o
n
.
)897
は
凱
因
思

『計
学
界
術

』､
A

.
M
arshatI.
T
he
E
conom
ic
s

of
Znd
usiry
,L
on
d
on
,
)884

は
馬
協
律

『貴
重
計
畢
』
､
P
a
n
tal
eo
ni.

P
rin
cip
i
d
i
econom
ia
p
ura
.
)889
(京
師
大
草
堂
が
購
入
し
た
の
は
た
ぶ

ん

英
詳
版
で
あ
ろ
う
)
は
彰
式
里
昂
『
計
畢
純
理
』
､
L
IC
ossa
,
T
h
e
Zn
tr
o･

d

uction
io

the
study
of
p
oliiic
al
econom
y
,
L
ond
o
n.
)893
は
路
奇

乃
沙
『計
畢

宗
沢
録
』
と
い
っ
た
次
第
で
あ
る
(北
京
大
草
校
史
研
究
室
編

『北

京
大
草
史
料
』
第

一
巻

北
京
大
学
出
版
社

一
九
九
三
年
'
四
九
八
～
五
〇
七

貢
)
0

(
ll

)

辛
亥
革
命
以
降
で
も
､

『
新
青
年
』
第
三
巻
第
二
親

(
T
九

1
七
年
四
月

1
日
)

の
葺
士
釧

｢経
済
孝
之
絶
原
則
｣
で
､
経
済
草
の
根
原
則
は
最
少
の
努
力
で
最
大

の
数
巣
を
求
め
る
こ
と
に
あ
り
､
中
国
の

｢倹
｣
と
い
う
言
葉
と
同
義
で
あ
る
か

ら
､
中
国
で
は

｢倹
畢
｣
と
い
っ
て
も
よ
い
と
主
張
し
て
み
た
り
､

『北
京
大
草

月
刊
』
第

一
巻
第
二
競

(
一
九

一
九
年
二
月
)
の

｢法
科
研
究
所
研
究
錬
｣
で
､

通
訊
研
究
員
愈
逢
清
の

｢経
済
の
義
は
至
っ
て
慶
範
で
あ
る
か
ら
､
-
-
む
し
ろ

生
計
に
改
め
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
｣
と
い
う
質
問
に
対
し
て
､
馬
寅
初

が
例
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ャ
語
の
原
義
か
ら
説
き
お
こ
し
て

｢経
済
｣
を
擁
護
し
て

い
る
と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
｡
だ
が
､
こ
れ
ら
二
つ
の
事
例
は
む
し
ろ
中
国
社
合

で

｢経
済
｣
と
い
う
語
嚢
が
定
着
し
っ
つ
あ
っ
た
傾
向
の
裏
返
し
と
考
え
た
方
が

よ
い
で
あ
ろ
う
｡

(
12

)

し
か
し
こ
の
時
期
で
も
'
梁
啓
超
は
書
き
言
葉
で
ど
う
し
て
も

｢経
済
｣
を
使
わ

ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
｡

『
庸
言
』
第
二
巻
第

1
二

l競

(
一
九

1
四
年
二
月
1
五
日
)
の

｢逸
席
国
後

7
年
末
所
感
｣
に

｢所
感

一
､
人
材
之
不

経
済

不
経
済
云
者
日
本
名
詞
也
､
吾
未
能
得

一
切
普
之
語
以
樺
其
義
'
故
借
用

之
'
大
抵
凡
物
之
在
宇
宙
､
各
有
英
数
用
'
而
以
時
間
配
置
之
待
宜
､
能
吏
揮
英

数
用
至
最
大
限
度
､
斯
謂
之
経
済
､
反
是
則
謂
之
不
経
済
｣

(『飲
淡
室
文
集
』

三
一
､

二
四
貢
)
と
述
べ
る
よ
う
に
､

｢
不
経
済
｣
と
い
う
語
だ
け
は

｢
不
生

計
｣
で
は
代
替
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
｡
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